
■ボランティア・スタッフによるギ

ャラリーツアー

ë毎週水・土曜日、午後２時から。
�当日、ギャラリー受付付近に集合。
参加費は観覧料のみ。
■列品解説

ë１月７日Õ、２月11日è午後２時
から。講師は山口能装束研究所所
長・山口憲さん。
�当日、ギャラリー受付付近に集合。
定員40人。参加費は観覧料のみ。
■装束付け実演

ë１月25日—午後２時から、芸術文
化センター星のホールで。無料。
�同センターò47―5122へ申し込
む。先着180人。

２００３・１・１ 市民駅伝大会　チケットインフォメーション　�広報

●電話予約 芸術文化センター　ò47―5122
●窓口販売 芸術文化センター／三鷹市美術ギャ
ラリー／三鷹市公会堂
※年始は１月５日Àより開館（６面「年始の窓

口業務」参照）。なお、発売日初日は電話予約の
みで窓口販売は行いません。
●販売時間 10：00～19：00
●休館日　月曜日休館（祝日の場合開館し、翌日、
翌々日が休館）
●プレイガイド チケットぴあ ò0570－02－9999

財団主催の全公演のチケットが１割引（割引は
２枚まで）で購入でき、優先予約日があるので、
よりよい席でお楽しみいただけます。また、発売
日より前に情報誌を送ります。年会費は2,000円
です。くわしくは芸術文化センターò47―5122へ。

チケット発売日
友の会／１月９日œ
一般／１月16日œ
５月18日À14:00開演
全席指定／会員＝4,500
一般＝5,000 学生＝2,500
曲目／ヨハン・シュランメ
ル「生粋のウィーンっ子」
「ウィーンのホイリゲの踊
り」ヨハン・シュトラウス
Ⅱ世「おお、美わしの五月¿
（ワルツ）作品375」ほか

“シュランメルン”は、ウィーンのワイン居酒
屋で演奏される、ウィーン情緒あふれる軽妙洒脱
な音楽です。ウィーン・フィルハーモニア・シュ
ランメルンは、ウィーン・フィルの楽団員を中心
としたアンサンブルで、オリジナルに近い編成で
演奏するのが特徴です。華やかな共演者としてソ
プラノ歌手・鮫島有美子さんが登場。軽やかな鮫
島さんの歌とお話で、庶民の社交場、ウィーンの
ホイリゲの気分を味わってみませんか？

チケット発売日
友の会／１月９日œ　一般／１月16日œ
４月10日œ19:15開演
全席指定／会員：Ｓ＝3,600 Ａ＝2,700
一般／Ｓ＝4,000 Ａ＝3,000 学生＝2,000
共演／河原忠之（ピアノ）

曲目／プッチーニ：太陽と愛ほか
佐野成宏はプラシド・ドミンゴ国際声楽コンク
ールをはじめとする国際コンクールで上位入賞を
果たし、現在、イタリアを中心にコンサートやオ
ペラに出演。30代にして日本を代表するテノール
歌手の一人として活躍しています。情熱を内に秘
めたその華やかで煌（かがや）く歌声は、歌曲の
美しい旋律と力強さを気付かせてくれます。

１月25日—14:00開演
全席指定／会員＝2,700 一般＝3,000
恒例・春風亭小朝の新春初笑い寄席です。小朝
師匠の話芸を心ゆくまでお楽しみください。

チケット発売日
友の会／１月７日Õ　一般／１月10日–
２月15日—19:00開演
全席指定／会員＝4,000 一般＝5,000
柳家小さんに入門

して2002年で芸歴50
周年。また新しい一
歩を踏み出した談志
の高座には要注目。
どんな噺でも談志色
に染め上げてしま
う、その切れ味は多
くの人を惹きつけて
やみません。

チケット発売日
友の会／１月８日Œ　一般／１月16日œ
３月１日—16:00開演
全席指定／会員＝3,150 一般＝3,500
出演／能「杜若

かきつば た

」観世清和ほか
狂言「蚊相撲」三宅右近ほか
解説　片桐登（元法政大学教授）
春の訪れを告げる「みたか弥生能」。観世流二

十六世宗家、観世清和の出演で伊勢物語を題材に
した美しい幻想的な世界「杜若」などをお届けし
ます。開始前には解説が行われ、初めて観る方に
も楽しんでいただけます（11:00～15:00には、
“三鷹市能楽愛好会”による番組もあります。「み
たか弥生能」のチケットでご覧になれます）。

チケット発売日
友の会／１月10日–
一般／１月17日–
３月18日Õ19:15開演
「綾戸智絵 ソロ・ライヴ¿」
３月19日Œ19:15開演「綾戸
智絵 with 宮野弘紀（ギタ
ー）、佐藤“ハチ”恭彦（ベ
ース）、中村真（ピアノ）」
全席指定／
会員＝5,400 一般＝6,000
前回、中止となった８月

のライヴの振替公演。第１夜は綾戸の弾き語り、
第２夜は綾戸さんが心底“惚れる”ジャズメンた
ちを相手に、“綾戸流”JAZZをお楽しみくださ
い。

チケットインフォメーション

三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

芸術文化センター　風のホール

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

★鮫島有美子＆ウィーン・フィルハーモニア
・シュランメルン

★新春初笑い寄席「春風亭小朝独演会」

★立川談志独演会

●「第十四回　みたか弥生能」

★綾戸智絵 ２ｄａｙｓ　Ｌｉｖｅ

★佐野成
しげ

宏
ひろ

テノール・リサイタル

★印の公演には託児サービスがあります。公演
日の２週間前の同曜日までに、電話で芸術文化
センターへお申し込みください。料金500円／
対象：１歳半～未就学児／定員10人

三鷹市公会堂

「能装束の美～華麗なる世界」展

ＪＲ三鷹駅前（南口）ＣＯＲＡＬ５階

ｈｔｔｐ：//ｍｉｔａｋａ．ｊｐｎ．ｏｒｇò79―0033

日本を代表する伝統芸能である能。その歴史は古く、室町時代にま

でさかのぼります。能の魅力を構成する重要な要素の一つはその華麗

な装束でしょう。簡素な舞台や演者の抑制された身振りとは対照的に、

美しさと華やかさを追求する能装束は、華麗な色彩と多彩な文様によ

って、日本の伝統美を伝えてきました。本展では江戸時代の装束と復

元された装束、第一級の能面など約160点の展示と、装束が復元され

るまでの過程をご紹介します。

唐織　割付地に松帆船文様
胴箔地

◆開館時間 午前10時～午後８時（入
館は午後７時30分まで）
◆休 館 日 月曜日（１月13日は開
館）・１月14日Õ
◆観 覧 料 一般500円、学生（中・
高・大）300円、65歳以上・小学生以
下・障害者手帳をお持ちの方は無料
※この記事を切り抜いて展覧会にお

持ちください。２人まで、一般入場料
500円を400円に割り引きます。
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武蔵野三鷹ケーブルテレビ５CH でご覧ください

未来が変わる¿ eーJAPAN  あすのまち・三鷹

新春特別番組三鷹市広報番組

みる・みる・三鷹

9:30/14:30/19:30/23:30
１月１日～６日
7:00/14:00/22:00

●第157回（１月１日～
18日放送）
安田市長に新春インタ
ビュー

「学校イントラネット」「シニアＳＯ
ＨＯ普及サロン・三鷹」「みたかモール」
「子育てコンビニ」「あすのまち・三鷹プ
ロジェクト」…。ＩＴ先進都市・三鷹の
さまざまな市民の活動をモデルに日本の
未来を描く政府広報番組。

１
月
５
日
À
〜
２
月
11
日
è


